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平
成
14
年
７
月
１
日
に
富
田
林
市
・
太
子

町
・
河
南
町
・
千
早
赤
阪
村
合
併
協
議
会
が

設
置
さ
れ
、
現
在
、
合
併
協
議
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
平
成
14
年
８
月
22
日

に
開
催
さ
れ
た
第
５
回
合
併
協
議
会
に
お
い

て
、
継
続
協
議
と
な
っ
て
い
た
「
平
成
15
年

４
月
を
目
途
と
す
る
。」
と
し
た
合
併
の
期

日
は
、
委
員
の
中
か
ら
「
充
分
な
協
議
期
間

を
と
る
べ
き
」「
平
成
15
年
４
月
に
こ
だ
わ

る
べ
き
で
な
い
。」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、

こ
れ
を
踏
ま
え
、「
平
成
15
年
４
月
を
目
途

と
す
る
合
併
の
期
日
」
に
つ
い
て
は
、
取
り

下
げ
ら
れ
、
時
期
を
み
て
改
め
て
協
議
会
に

提
案
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
年
11
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た

第
６
回
合
併
協
議
会
で
は
、
富
田
林
市
議
会

選
出
委
員
か
ら
「
合
併
期
日
の
目
標
が
取
り

下
げ
ら
れ
た
こ
と
や
、
市
民
へ
の
情
報
提
供

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
直
接
市
民

の
信
託
を
受
け
る
機
会
で
あ
る
平
成
15
年
４

月
の
統
一
地
方
選
挙
（
富
田
林
市
の
市
長
及

び
議
会
議
員
選
挙
）
が
終
わ
る
ま
で
協
議
会

を
休
憩
し
て
ほ
し
い
。」
と
の
申
し
出
が
あ

り
、協
議
会
は
休
憩
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
統
一
地
方
選
挙
終
了
後
、
協
議
会

再
開
に
向
け
て
の
環
境
が
整
理
さ
れ
、
平
成

15
年
10
月
９
日
に
第
７
回
合
併
協
議
会
が
再

開
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
今
後
の
協
議
会
開
催
に
つ
い

て
、
富
田
林
市
長
か
ら
「
合
併
問
題
に
つ
い

て
、
富
田
林
市
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
た
い
。
そ
の
集
約
は
12
月
下
旬
と
な

る
見
込
み
で
、
そ
の
こ
ろ
第
８
回
合
併
協
議

会
の
開
催
を
お
願
い
し
た
い
。」
と
の
意
見

が
述
べ
ら
れ
、
改
め
て
協
議
会
会
長
か
ら
次

回
協
議
会
（
第
８
回
）
開
催
に
つ
い
て
各
委

員
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

21
世
紀
を
む
か
え
、
少
子
・
高
齢
化
の
急

速
な
進
展
、
国
際
化
・
情
報
化
、
環
境
問
題

な
ど
市
町
村
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
大
き

く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
市
町
村
に
も

こ
れ
ら
の
変
化
に
対
応
で
き
る
「
自
主
性
・

主
体
性
」
を
も
っ
た
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
国
で
は
、
国

か
ら
の
権
限
委
譲
、
国
と
地
方
の
税
財
源
の

見
直
し
な
ど
「
自
己
決
定
・
自
己
責
任
」
の

原
則
に
基
づ
い
た
地
方
分
権
（
注
１
）
を
推

進
し
て
お
り
、
平
成
12
年
４
月
に
は
「
地
方

1福祉や教育、まちづくりなど住民に身近な事務は、原則と

して基礎自治体で処理できる体制を構築する必要がある。

2①を実現するためには、市町村の規模や能力を拡充する

ため、「市町村の合併の特例に関する法律」（平成17年３

月31日までの時限立法）失効後の平成17年４月以降も新

法を定めて一定期間、さらに自主的な合併を促す。

3新法（平成17年４月以降）においては、自主的な合併を

推進するため、今の「市町村の合併の特例に関する法律」

のもとで合併に至らなかった「おおむね人口１万人未満」

の市町村などについて、都道府県知事が市町村合併に関

する構想を策定し、合併勧告や合意形成にむけた斡旋な

どを行う。

4新法のもとで、当面合併が困難な市町村については、組

織機構を簡素化し、その事務を窓口サービスなどに限定

し、都道府県にそれ以外の事務処理を義務づける制度の

導入も引き続き検討する。など

なお、この答申は内閣総理大臣の諮問機関である地方制

度調査会が示した答申であり、国として決定したものでは

ありませんが、小規模市町村にとっては、なお一層厳しい

時代を迎えようとしています。

これからの基礎自治体について

分
権
一
括
法
（
注
２
）」
が
施
行
さ
れ
、
地

方
分
権
の
確
立
に
向
け
た
改
革
が
現
実
の
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
平
成
15
年
11
月

13
日
、
地
方
制
度
調
査
会
（
注
３
）
が
、
地

方
分
権
や
少
子
高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め
、

基
礎
自
治
体
（
注
４
）
の
規
模
・
能
力
の
充

実
強
化
と
合
併
推
進
の
必
要
性
を
強
調
し
た

「
今
後
の
地
方
自
治
制
度
の
あ
り
方
に
関
す

る
答
申
」
を
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
。そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
町
村
合
併
問
題
の

そ
の
後
に
つ
い
て

富
田
林
市
・
太
子
町
・
河
南
町
・
千
早
赤
阪
村
合
併
協
議
会
の
、
こ
れ
ま
で
の

主
な
経
過
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
の
動
き
（
地
方
制
度
調
査
会
が
答
申
）

お
お
む
ね
人
口
１
万
人
未
満
は
合
併
を

市
町
村
合
併
問
題
の

そ
の
後
に
つ
い
て



3

北摂広域連携行政研究会
（豊中市・池田市・吹田市・高槻市・茨木市・
箕面市・摂津市・島本町・豊能町・能勢町）
（職員レベル 14.４.１設置）
人口：1,739,253人　面積：489.19H

堺市・美原町合併協議会
（15.４.18設置）
人口：829,636人
面積：149.99H

合併重点支援地域
（15.４.22指定）

岸和田市・忠岡町合併協議会
（15.７.15設置）
人口：217,613人
面積：75.92H

泉州南合併協議会
（泉佐野市・泉南市・阪南市・田尻町・岬町）
（15.11.１設置）
人口：244,983人　面積：190.71H

富田林市・太子町・河南町・
千早赤阪村合併協議会
（14.７.１設置）
人口：165,057人
面積：116.47H

高槻市・島本町
合併等研究会
（助役レベル

14.６.３設置）
人口：387,563人
面積：122.09H

守口市・門真市
合併協議会
（15.３.10設置）
人口：287,946人
面積：25.01H

大東市・四條畷市広域行政等勉強会
（職員レベル 15.７.31設置）
人口：184,053人
面積：37.01H

Ｈ15.11.１現在

：法定協議会設置市町村（15）

：研究会設置市町村（13）

人口：平成12年国勢調査
面積：平成12年10月１日

設 置 数 構成市町村数
法定協議会 5 15
研　究　会 4 13
計 9 28

能勢町�

豊能町�

能勢町�

豊能町�

茨木市�
高槻市�

茨木市�
高槻市�

島本町�島本町�

柏原市�
藤井寺市�

羽曳野市�羽曳野市�

太子町�太子町�
美原町�

富
田
林
市

富
田
林
市�

富
田
林
市�

大阪�
狭山市�

和泉市�

千早赤阪村�千早赤阪村�

河南町�河南町�

河内長野市�

高
石
市

高
石
市�泉大津市�

忠岡町�

藤井寺市�

美原町�

大阪�
狭山市�

高
石
市�泉大津市�

忠岡町�

岸和田市�岸和田市�

貝塚市�貝塚市�

熊取町�熊取町�

泉佐野市�泉佐野市�泉南市�泉南市�
阪南市�阪南市�

岬町�岬町�

田尻町�田尻町�

池
田
市

池
田
市�

箕面市�

豊中市�

池
田
市�

箕面市�

豊中市�
吹田市�吹田市�摂津市�摂津市�

守口市�守口市�
門真市�門真市�

寝屋川市�寝屋川市�
交野市�交野市�

大東市�大東市�

四條畷市�四條畷市�

大阪市�

八尾市�

松原市�松原市�

堺市�堺市�

東大阪市�

枚方市�

広域的連携に関する勉強会
（岸和田市・貝塚市）
（職員レベル

13.２.23設置）
人口：288,627人
面積：115.85H

合併重点支援地域
（15.２.18指定）

合併重点支援地域
（14.４.９指定）

合併重点支援地域
（15.７.24指定）

（
注
１
）
地
方
分
権

地
方
分
権
と
は
、
国
が
持
つ
権
限
・
事

務
・
財
源
を
地
方
（
都
道
府
県
や
市
町
村
）

に
移
譲
し
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
に
委
ね
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
地
方
が
自
ら
個
性
豊
か

な
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
も
の

で
す
。

地
方
分
権
が
進
む
と
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
や

実
情
に
対
応
し
た
、
よ
り
実
効
性
の
高
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

「
自
己
決
定
・
自
己
責
任
」
の
原
則
の
も
と
、

地
域
住
民
・
市
町
村
・
都
道
府
県
が
互
い
に
連

携
し
な
が
ら
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
の
責
任

で
決
め
て
い
く
と
い
う
社
会
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。

（
注
２
）
地
方
分
権
一
括
法

正
式
名
称
は
「
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
な
ど
に
関
す
る
法

律
」。
地
方
自
治
法
を
は
じ
め
475
の
法
律
の

改
正
を
平
成
11
年
７
月
に
一
括
し
て
成
立
・

公
布
し
、
原
則
と
し
て
平
成
12
年
４
月
か
ら

施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
注
３
）
地
方
制
度
調
査
会

地
方
制
度
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審

議
す
る
た
め
、
内
閣
府
に
設
置
さ
れ
た
内
閣

総
理
大
臣
の
諮
問
機
関
。

（
注
４
）
基
礎
自
治
体

住
民
に
最
も
身
近
な
総
合
的
な
行
政
主
体

と
し
て
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
、
自
立
性

の
高
い
市
町
村
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

注

釈



村
の
状
況

■
平
成
14
年
４
月
〜
５
月

村
内
12
地
区
の
老
人
憩
い
の
家
な
ど
12
会

場
に
お
い
て「
市
町
村
合
併
問
題
説
明
会
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
延
べ
４
４
１
人
参
加

■
平
成
14
年
６
月
24
日

千
早
赤
阪
村
議
会
に
お
い
て
合
併
協
議
会

設
置
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
平
成
14
年
７
月
１
日

富
田
林
市
・
太
子
町
・
河
南
町
・
千
早
赤

阪
村
に
よ
る
「
合
併
協
議
会
」
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

◇
第
１
回
協
議
会
（
平
成
14
年
７
月
５
日
）

協
議
会
規
約
、
諸
規
程
な
ど
の
報
告
並
び

に
協
議
会
の
平
成
14
年
度
事
業
計
画
や
予

算
な
ど
の
提
案
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
第
２
回
協
議
会
（
平
成
14
年
７
月
11
日
）

協
議
会
の
平
成
14
年
度
事
業
計
画
、
予
算

な
ど
の
協
議
が
行
わ
れ
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
合
併
の
方
式
、
期
日
、
新
市

の
名
称
な
ど
の
提
案
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

◇
第
３
回
協
議
会
（
平
成
14
年
７
月
25
日
）

合
併
の
方
式
、
期
日
な
ど
の
協
議
が
行
わ

れ
、
方
式
に
つ
い
て
は
新
設
合
併
と
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
合
併
の
期

日
、
新
市
の
名
称
な
ど
に
つ
い
て
は
、
継

続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
慣
行
の

取
り
扱
い
な
ど
具
体
的
な
事
務
事
業
の
取

り
扱
い
の
提
案
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
第
４
回
協
議
会
（
平
成
14
年
８
月
８
日
）

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
に
係
る
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
中
間
報
告
並
び
に
合

併
の
期
日
、
新
市
の
名
称
な
ど
の
協
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

◇
第
５
回
協
議
会
（
平
成
14
年
８
月
22
日
）

「
平
成
15
年
４
月
を
目
途
と
す
る
」
合
併

の
期
日
に
つ
い
て
は
取
り
下
げ
、
新
市
ま

ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
や
、
今
後
の
事
務

協
議
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
検
討
し
た
う

え
で
、
時
期
を
み
て
改
め
て
合
併
の
期
日

に
つ
い
て
協
議
会
に
提
案
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

◇
第
６
回
協
議
会
（
平
成
14
年
11
月
11
日
）

今
後
の
協
議
会
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
協

議
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
市
ま
ち
づ
く
り
計

画
の
構
成
な
ど
に
つ
い
て
の
提
案
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
富
田
林
市
議
会
選
出
委
員
か
ら
、

富
田
林
市
の
市
長
及
び
議
会
議
員
選
挙
が

終
わ
る
平
成
15
年
４
月
ま
で
協
議
会
の
一

時
休
憩
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
が
、
引
き

続
き
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
検
討
と
事

務
事
業
の
協
議
調
整
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

◇
第
７
回
協
議
会
（
平
成
15
年
10
月
９
日
）

協
議
会
財
務
規
程
の
一
部
改
正
や
平
成
14

年
度
決
算
な
ど
の
報
告
並
び
に
協
議
会
の

平
成
15
年
度
事
業
計
画
、
予
算
の
協
議
が

行
わ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後

の
協
議
会
の
開
催
に
つ
い
て
の
協
議
が
行

わ
れ
、
多
田
富
田
林
市
長
か
ら
「
富
田
林

市
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

い
。
そ
の
集
約
は
12
月
下
旬
ご
ろ
と
な
る

見
込
み
で
、
そ
の
こ
ろ
第
８
回
協
議
会
の

開
催
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
意
見
が
述

べ
ら
れ
、
改
め
て
協
議
会
会
長
か
ら
次
回

の
協
議
会
開
催
に
つ
い
て
各
委
員
に
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

※
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
合
併
協
議
会

だ
よ
り
ま
た
は
、
合
併
協
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.ttkc-g

a
p
p
e
e
i.jp

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

4

こ
れ
ま
で
の
経
過

合
併
協
議
会
の
こ
れ
ま
で
の
経
過

全国の合併協議会設置状況

平成15年11月１日現在

法定協議会 ４３７

参加市町村数 １，６９９

市 ２４８

内　訳 町 １，１６９

村 ２８２

合
併
協
議
会
の
こ
れ
ま
で
の
経
過



特別メニュー（要予約）
○日帰りパック　１人　３，０００円　（サービス料込み・税別）
金剛弁当（食前酒・デザート・ドリンク付、入浴付、部屋食）
毎週月曜日～金曜日（土・休日、特別期間などを除く）

○宿泊・宴会パック　大人　５，０００円　・　小人　３，９００円
（１泊２食・サービス料込み・税別）

≪かも鍋・地鶏鍋・うどんすき≫３種から好きな物を選んでください。
毎週日曜日～木曜日（金・土曜日・休日の前日・特別期間など除く）

※両パックはロープウェイ半額券付き、宿泊パックは駐車場無料

△新年の初日の出を金剛山頂で
金剛山ロープウェイは元日、早朝５時より営業しま

す。また、千早駅では先着１,０００人に「ぜんざい」
のプレゼントがあります。
初日の出ポイントの香楠荘では、早朝５時より先着

２００人に「ふるまい酒」のプレゼントがあります。

〈予約・問い合わせ〉
¡香楠荘　　　　　　　1&4０３２１
¡金剛山ロープウェイ　1&4０１２８

5

村
営
金
剛
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
、

制
振
装
置
の
取
り
付
け
工
事
お
よ
び

救
助
装
置
の
改
良
工
事
の
た
め
、
運

転
を
休
止
し
ま
す
。

期
間

12
月
８
日
b
〜
11
日
e

ま
た
、村
営
宿
泊
施
設
香
楠
荘
は
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
玄
関
、
厨
房
な
ど
の

改
装
の
た
め
、
食
堂
・
宿
泊
業
務
を

休
業
し
ま
す
。

期
間

12
月
１
日
b
〜
19
日
f

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡
金
剛
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

1
&4
０
１
２
８

¡
香
楠
荘
　
1
&4
０
３
２
１

金
剛
山
の
自
然
の
素
材
で
作
り
ま

せ
ん
か
。

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を

作
ろ
う
！

日
時

12
月
７
日
a

午
後
１
時
〜

参
加
費

５
０
０
円

定
員

30
人

ミ
ニ
門
松
を
作
ろ
う
！

日
時

12
月
21
日
a

午
後
1
時
〜

参
加
費

５
０
０
円

定
員

30
人

〈
問
い
合
わ
せ
〉

ち
は
や
星
と
自
然
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
　
1
&4
０
０
５
６

富
田
土
木
事
務
所
で
は
、
地
域
に

愛
さ
れ
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
に「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

を
実
施
し
ま
す
。

主
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
人

に
は
、
府
道
の
植
裁
地
の
一
部
を
花

壇
と
し
て
開
放
し
ま
す
。
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
に
興
味
の
あ
る
人
は
連
絡
く
だ

さ
い
。

〈
申
し
込
み
〉

富
田
林
土
木
事
務
所
　
維
持
補
修

グ
ル
ー
プ
　
1
@5
１
１
３
１

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

参
加
者
募
集

冬
の
金
剛
山
イ
ベ
ン
ト

金
剛
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の

運
転
休
止

香
楠
荘
の
臨
時
休
業

香楠荘が「山小屋」風に
リニューアルオープン

12月20日、村営宿泊施設「香楠荘」がリニューアルオープンします。ご家族・
お友だち・同僚・カップルなど皆さんお誘い合わせのうえお越しください。



◎
匿
名

金
３
、
０
０
０
円

福
祉
活
動
に

◎
仲
野
義
之
（
水
分
２
４
９
―
１
）

金
１
０
０
、
０
０
０
円

亡
父
義
雄
の
供
養
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉

社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

◆
共
同
募
金

「
地
域
の
福
祉
、
み
ん
な
で
参
加
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
実
施
し
ま
し
た

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
、
皆
さ
ん
の

温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

募
金
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

戸
別
募
金
８
４
０
、
０
４
４
円

学
校
募
金
　
２
４
、
７
６
０
円

バ
ッ
ジ
　
１
２
０
、
０
０
０
円

募
金
箱
　
　
１
４
、
１
５
３
円

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
共
同
募
金

1
&2
０
２
９
４

◆
献
血

愛
の
献
血
（
11
月
17
日
実
施
）
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

受
付
数

45
人

次
回
は
平
成
16
年
3
月
7
日
の
予

定
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
献
血
推
進
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

冬
に
な
っ
て
気
温
が
氷
点
下
に
な

る
と
、
給
水
管
や
蛇
口
が
凍
っ
て
水

が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う

な
点
に
注
意
し
、
早
め
の
冬
支
度
を

し
ま
し
ょ
う
。

①
凍
結
し
や
す
い
と
こ
ろ
は

¡
北
向
き
の
と
こ
ろ

¡
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ

¡
屋
外
に
あ
る
水
栓
器
具

②
凍
結
を
防
ぐ
に
は

¡
給
水
管
や
蛇
口
に
は
、
保
護
材
な

ど
を
使
用
し
て
給
水
管
や
蛇
口
を

保
護
し
て
く
だ
さ
い
。

③
凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き
は

¡
蛇
口
を
開
け
、
凍
っ
た
部
分
に
タ

オ
ル
か
布
を
か
ぶ
せ
、「
ぬ
る
ま

湯
」
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯

を
か
け
る
と
給
水
管
が
破
裂
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
破
裂
し
た
と
き
は

¡
止
水
栓
（
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

中
か
、
そ
の
近
く
に
あ
り
ま
す
）

を
閉
め
、
修
理
を
村
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
水
道
課

◆
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

12
月
1
日
か
ら
20
日
ま
で
「
地
域

で
さ
さ
え
あ
う
、
あ
っ
た
か
い
地
域

づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
歳
末
た

す
け
あ
い
募
金
が
行
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
温
か
い
善
意
を
お
願
い

し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
共
同
募
金
会

1
&2
０
２
９
４

◆
寄
付

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

6

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

寒
さ
か
ら
水
道
管
を

守
り
ま
し
ょ
う

大
阪
府
で
は
、
森
林
資
源
を
よ
り

有
効
に
活
用
す
る
「
森
林
バ
イ
オ
マ

ス
利
用
促
進
行
動
計
画
」
並
び
に
、

地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
主
体

と
な
っ
て
森
林
保
全
活
動
を
進
め
る

「
森
づ
く
り
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
策
定
に
向
け
て
作
業
中
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
府
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
聞
く
「
地
域
対
話
集
会
」

を
開
催
し
ま
す
の
で
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

日
時

12
月
11
日
e

午
後
２
時
〜
４
時

場
所

南
河
内
府
民
セ
ン
タ
ー

費
用

無
料
　

定
員

80
人
（
先
着
順
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

南
河
内
農
と
緑
の
総
合
事
務
所

1
@5
１
１
３
１
（
内
線
２
１
０
）

募
集
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

対
象

府
内
在
住
で
、
平
成
16
年
４

月
に
次
の
学
校
へ
進
学
を
希

望
す
る
生
徒
の
保
護
者
（
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

対
象
学
校

高
校
、
大
阪
府
内
の
専

修
学
校
（
高
等
課
程
）

貸
付
額

国
公
立
５
万
円
以
内

私
立
25
万
円
以
内

※
い
ず
れ
も
無
利
子

募
集
期
間

12
月
1
日
〜
19
日

（
併
願
者
は
1
月
15
日
ま
で
）

返
還
方
法

入
学
後
６
カ
月
据
え
置

き
、
お
お
む
ね
３
年
か
ら

８
年
以
内
の
割
賦
返
還

申
込
書
の
請
求

12
月
上
旬
に
在
学（
出
身
）校
へ

〈
問
い
合
わ
せ
〉

7
大
阪
府
育
英
会
採
用
貸
付
係

1
06
（
６
３
５
７
）
６
２
７
２

年
金
資
金
運
用
基
金
で
は
、
入
学

金
、
授
業
料
な
ど
の
教
育
資
金
の
貸

し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象被

保
険
者
期
間（
国
民
年
金
で
は
、

保
険
料
納
付
済
期
間
）
が
10
年
以
上

あ
り
、
直
近
の
２
年
間
に
保
険
料
未

納
期
間
の
な
い
厚
生
年
金
保
険
・
国

民
年
金
の
被
保
険
者
で
、
高
校
・
大

学
・
専
修
学
校
に
入
学
ま
た
は
在
学

す
る
生
徒
の
保
護
者
。

融
資
利
率

年
１．

50
％
（
固
定
金
利
）

金
融
情
勢
に
よ
り
変
更
あ
り
。

融
資
金
額

¡
厚
生
年
金
保
険
加
入
者

１
０
０
万
円
以
内

¡
国
民
年
金
加
入
者
　
50
万
円
以
内

返
済
期
間
　

10
年
以
内

〈
問
い
合
わ
せ
〉

6
関
西
年
金
福
祉
協
会

1
06
（
６
２
２
３
）
１
８
３
１

ぬるま
湯�

　
タ
オ
ル
な
ど
で

お
お
っ
て
ビ
ニ
ー
ル

袋
を
か
ぶ
せ
る�

　
専
用
の
防
寒

保
護
材
な
ど�

「
森
づ
く
り
」の
意
見
を

募
集

大
阪
府
育
英
会
の

入
学
資
金
貸
付

国
の
教
育
ロ
ー
ン

年
金
教
育
資
金
貸
付



7

12
月
４
日
か
ら
の
１
週
間
は
世
界

人
権
宣
言
を
記
念
す
る「
人
権
週
間
」

で
す
。
こ
の
週
間
を
中
心
と
し
て
人

権
意
識
を
高
め
る
た
め
の
行
事
が
世

界
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ

れ
た
き
っ
か
け
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
に
よ
る
人
権
を
無
視
し
た
悲
惨
な

戦
争
が
お
こ
っ
た
強
い
反
省
か
ら
、

国
際
的
な
取
り
組
み
の
中
で
、
１
９

４
５
年
に
国
際
連
合
が
設
立
さ
れ
、

そ
の
総
会
に
お
い
て
自
由
、
正
義
お

よ
び
平
和
を
築
く
た
め
に
は
、
す
べ

て
の
人
々
、
す
べ
て
の
国
々
が
達
成

す
べ
き
共
通
の
基
準
と
し
て
こ
の
宣

言
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、「
世
界
人
権
宣
言
」
が

１
９
４
８
年
12
月
10
日
の
第
３
回
国

際
連
合
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
て

か
ら
55
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
間
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
人

権
尊
重
の
思
想
が
広
く
す
べ
て
の

人
々
に
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
今
な

お
部
落
差
別
を
は
じ
め
、
女
性
に
対

す
る
差
別
や
在
日
外
国
人
差
別
、
障

害
者
や
高
齢
者
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
に
対
す
る
偏
見
、

児
童
虐
待
な
ど
、
人
権
を
無
視
し
た

事
象
が
後
を
た
た
な
い
と
い
う
深
刻

な
現
状
で
す
。
ま
た
、
近
年
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
を
巧
妙
に
利

用
し
た
差
別
行
為
な
ど
が
増
え
つ
つ

あ
り
ま
す
。

人
権
問
題
の
解
決
は
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ

る
と
い
う
認
識
に
立
ち
、
身
近
な
生

活
の
中
で
、
差
別
や
偏
見
を
見
逃
さ

ず
許
さ
な
い
、
人
権
意
識
を
養
う
こ

と
が
必
要
で
す
。

こ
の
人
権
週
間
を
機
に
、
今
一
度

人
権
の
大
切
さ
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

人
権
問
題
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

人
権
擁
護
委
員
と
大
阪
法
務
局
堺

支
局
の
職
員
が
、
あ
な
た
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。当
日
都
合
の
悪
い
人
は
、

近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
直
接
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
に
つ
い
て
の
秘
密

は
、
厳
守
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
10
日
d

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所
　
役
場
第
２
会
議
室

人
権
擁
護
委
員

¡
山
本
澄
雄
（
水
分
３
７
５
―
１
）

1
&2
１
４
８
５

¡
田
中
鈴
代
（
小
吹
68
―
８
８
９
）

1
&2
７
３
８
７

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

人
権
問
題
（
女
性
・
障
害
者
・
子

ど
も
・
外
国
人
・
同
和
）
な
ど
で
お

悩
み
の
人
に
専
門
相
談
機
関
の
情
報

提
供
な
ど
を
行
う
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。電
話
で
事
前
に
予
約
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
日
時

月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

〈
相
談
・
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

平
成
15
年
１
月
１
日
以
後
に
行
わ

れ
る
親
か
ら
子
へ
の
贈
与
に
つ
い

て
、
贈
与
時
に
納
付
さ
れ
た
贈
与
税

を
、
相
続
時
に
相
続
税
で
精
算
す
る

制
度
が
、
従
来
の
制
度
（
暦
年
課
税
）

と
の
選
択
制
で
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、財
産
を
贈
与
し
た
人

ご
と
に
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
相
続
時
精
算
課
税
制
度
を
選
択
で

き
る
場
合
（
年
齢
は
贈
与
の
年
の

１
月
１
日
現
在
）

○
財
産
を
贈
与
し
た
人
（
贈
与
者
）

→

65
歳
以
上
の
親

○
財
産
の
贈
与
を
受
け
た
人（
受
贈
者
）

→

20
歳
以
上
の
子
で
あ
る
推
定

相
続
人

〈
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
税
務
署
　
1
@4
３
２
８
１

問い合わせ 12月 1月
施設・業務名

電話番号
29日 30日 31日 1日 2日 3日 4日 5日
B C D E F G A B

村役場 &2 0081 ○ ○
小吹台連絡所 &2 7600 ○ ○
教育委員会事務局 &2 1300 ○ ○
保健センター &2 0069 ○ ○
村診療所（午前） &2 0038 ○ ○
村診療所（夜間診療） &2 0038

千早診療所 &4 0240

水道事業所 &2 0081 ○ 注 1 注 1 注 1 注 1 注 1 注 1 ○
Ｂ＆Ｇ海洋センタ－注２ &2 7138

くすのきホ－ル &2 1300

くすのきホ－ル図書室 &2 1300

村立郷土資料館 &2 1588

くすのき号 役場総務課
金剛山ロープウェイ &4 0128 ○ ○ ○ 注３ 注４ 注４ 注４ ○
香楠荘 &4 0321 ○ ○ ○ 注５ ○ ○ ○ ○
臨時ごみ持ち込み 役場住民課 ○ ○
し尿臨時くみ取り 役場住民課 ○ ○
定期ごみ収集 役場住民課 燃えるごみ 休み

注
１：

引
っ
越
し
な
ど
で
開
閉
栓
が
必
要
な
場
合
、
午
前
中
に
水
道
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

宅
内
の
修
繕
業
務
は
、
村
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

注
２：

12
月
28
日
a
、
施
設
貸
し
出
し
は
午
後
５
時
ま
で
。

注
３：

午
前
５
時
か
ら
早
朝
営
業
し
ま
す
。
初
日
の
出
を
金
剛
山
で
ど
う
ぞ
！

先
着
１
、０
０
０
人
に
「
ぜ
ん
ざ
い
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

注
４：

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
15
分
間
隔
で
運
行
し
ま
す
。

注
５：
早
朝
５
時
よ
り
先
着
２
０
０
人
に
「
ふ
る
ま
い
酒
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

¡急患は富田林市立休日診療所（1@81333）を利用ください。
受付時間 午前10時～11時30分、午後１時～4時30分

¡小児救急は夜8時～翌朝８時まで実施。富田林市消防署1@51122

年末年始の業務案内
（○印は平常業務）

世
界
人
権
宣
言

特
設
人
権
相
談

人
権
相
談
の
窓
口
を
開
設

ご
存
じ
で
す
か
？

相
続
時
精
算
課
税
制
度
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歳
末
に
向
け
特
別
警
戒
実
施
中
で

す
。
皆
さ
ん
も
被
害
に
あ
わ
な
い
よ

う
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。

○
ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
街
頭
犯
罪

防
止

¡
徒
歩
の
と
き
は
、
バ
ッ
ク
を
車
の

通
る
反
対
側
に
し
っ
か
り
と
持
つ

¡
自
転
車
の
前
か
ご
に
入
れ
る
と
き

は
、
ひ
っ
た
く
り
防
止
カ
バ
ー
な

ど
を
利
用
す
る

¡
自
動
車
を
駐
車
す
る
と
き
は
、
エ

ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、
ド
ア
ロ
ッ

ク
を
し
て
車
内
に
は
、
現
金
、
貴

重
品
を
置
か
な
い
な
ど
、
自
動
車

盗
、
車
上
狙
い
の
被
害
を
防
ご
う

○
子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
ろ
う

５
つ
の
約
束

①
ひ
と
り
で
遊
ば
な
い

②
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
行
か
な
い

③
連
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら

大
声
を
出
し
て
助
け
を
求
め
、

「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
へ
逃

げ
込
む

④
誰
と
ど
こ
で
遊
ぶ
か
、
い
つ
帰
る

か
を
家
の
人
に
言
っ
て
か
ら
出
か

け
る

⑤
友
だ
ち
が
連
れ
て
行
か
れ
そ
う
に

な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
大
人
の
人
に

知
ら
せ
る

〈
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
警
察
署
　
1
@5
１
２
３
４

青
墨
の
滲
み
よ
ろ
し
き
爽
気
か
な

湯
上
り
の
寒
さ
忘
れ
て
十
三
夜

ふ
く
べ
吊
る
軒
の
深
さ
や
遠
太
鼓

掃
き
捨
て
て
戻
る
さ
の
悔
榧か
や

の
庭

木
は
蔓
に
締
め
つ
け
ら
れ
て
秋
深
し

青
柚
子
や
子
供
だ
ん
じ
り
風
に
乗
る

雨
あ
と
の
籾
殻
匂
ふ
夜
道
か
な

た
し
か
な
る
実
り
田
な
り
し
夕
茜

秋
風
に
掬
は
れ
雀
翔
ち
に
け
り

青

年

の

皓

歯

こ

う

し

や

今

年

藁

匂

ふ

自
然
薯
を
深
く
掘
り
て
も
折
れ
し
か
な

朝
夕
に
見
慣
れ
し
稜
線
鳥
渡
る

か
あ
さ
ん
役
の
固
き
口
許
赤
の
ま
ま

夕
闇
を
抜
け
出
し
て
い
る
花
八
っ
手

阿

戸

敏

明

新

田

梅

邨

貝

長

　

徹

尾

谷

文

子

奥

野

千

秋

尾
　
浦
　
美
佐
子

浦

千

恵

子

向

栄

美

子

彼

塚

正

子

彼
　
塚
　
富
久
子

清

原

隆

雄

清
　
井
　
千
代
子

岡

次

男

下

門

信

子

俳

句

コ

ー

ナ

ー

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
す
る
本
や
ビ
デ
オ
は
、
く
す
の

き
ホ
ー
ル
の
図
書
室
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

受
け
付
け
は
、
火
曜
日
か
ら
日
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
。
土
、
日
曜
日
の
正
午
か
ら
午
後
１
時
は

除
き
ま
す
。

休
み
は
、
月
曜
日
と
祝
日
、
年
末
年
始
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

く
す
の
き
ホ
ー
ル
（
図
書
室
）
1
&2
１
３
０
０

◆
一
般
書

く
ろ
ふ
ね
　
　
　
　
　（
佐
々
木
譲
）

ペ
リ
ー
が
黒
船
に
乗
っ
て
浦
賀
へ

と
来
た
。
徳
川
幕
府
の
鎖
国
政
策
を

覆
す
大
事
件
が
始
ま
る
。
日
本
人
と

し
て
最
初
に
近
代
に
接
し
、
最
後
の

サ
ム
ラ
イ
と
し
て
生
涯
を
終
え
た
中

島
三
郎
助
の
生
涯
を
描
く
、
歴
史
大

作
。

曾
呂
利
新
左
衛
門
　
　（
童
門
冬
二
）

豊
臣
秀
吉
の
立
身
出
世
を
支
え
た

「
謎
の
お
じ
さ
ん
」
と
は
？
著
者
が

温
め
つ
づ
け
て
き
た「
夢
の
ま
た
夢
」

を
描
く
、長
編
ユ
ー
モ
ア
歴
史
小
説
。

お
父
さ
ん
エ
ラ
い
！
　
　（
重
松
清
）

Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｔ
　
　
　
　
　（
石
田
衣
良
）

ラ
ブ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
　
　（
室
井
佑
月
）

ヤ
ン
キ
ー
母
校
に
生
き
る（
義
家
弘
介
）

ア
イ
・
ラ
ブ
・
ピ
ー
ス
　（
大
沢
豊
）

渚
に
て
　
　
　
　
　
　（
久
世
光
彦
）

晴
れ
ば
れ
更
年
期
　（
吉
永
み
ち
子
）

０
０
７
／
赤
い
刺
青
の
男

（
レ
イ
モ
ン
ド
・
ベ
ン
ス
ン
）

子
犬
の
生
活
ダ
ー
シ
ェ
ニ
カ

（
カ
レ
ル
・
チ
ャ
ペ
ッ
ク
）

初
め
て
の
手
話
の
本
　
上
下

（
丸
山
浩
路
）

◆
児
童
書

ジ
ュ
リ
ー
　（
コ
ー
ラ
・
テ
イ
ラ
ー
）

だ
れ
に
も
見
え
な
い
も
の
が
見
え

る
、
不
思
議
な
力
を
持
つ
少
女
ジ
ュ

リ
ー
。
不
思
議
な
力
に
と
ま
ど
い
、

恐
れ
な
が
ら
も
受
け
入
れ
て
、
強
く

成
長
し
て
い
く
少
女
ジ
ュ
リ
ー
の
物

語
。

四
姉
妹
　
　
　
　
　（
中
川
な
を
み
）

ふ
ゆ
じ
た
く
の
お
み
せ

（
ふ
く
ざ
わ
ゆ
み
こ
）

ぐ
り
と
ぐ
ら
の
う
た
う
た
12
つ
き

（
や
ま
わ
き
ゆ
り
こ
）

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
ン

（
ス
ズ
キ
コ
ー
ジ
）

お
や
す
み
の
キ
ッ
ス（
カ
レ
ン
・
カ
ッ
ツ
）

□
　
新
刊
案
内
　
□

み
ん
な
の
力
で
安
心
・

安
全
な
歳
末
を

年末の交通事故
防止運動

～事故を呼ぶ　その無理
その酒　その速度～

12月１日から31日まで「年末の交
通事故防止運動」が行われます。
年末は飲酒運転・信号無視・速度

超過が原因の交通事故が多発する傾
向にあります。交通ルールを守り、
安全な運転を心がけましょう。

〈問い合わせ〉総務課
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新型肺炎の重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲＳ）の初期症
状がインフルエンザに似ているため、ＳＡＲＳの疑いがあ
ると診断されることを減らすためにもインフルエンザ予防
接種を受けましょう。
対象　a接種日に満65歳以上の人

s満60歳以上満65歳未満の人で、心臓、腎臓、呼吸
器の機能またはヒト免疫不全ウイルス（ＨIV）
による免疫の機能に障害を有し身体障害者手帳1

級に相当する人
（接種は希望者のみで１回限り）

期間 平成16年１月31日まで
本人負担額 1,000円
持参するもの　年齢・住所地の確認

できるもの
〈問い合わせ〉健康課

－身体障害児の患者・家族交流会－

富田林府民健康プラザでは、身体障害児やその家族など
に医療相談の場を提供し、家族間の交流を深めてもらうた
めに、わいわい広場を開催しています。希望者は電話で申
し込みください。
日時　12月19日f 午前10時～11時30分
場所 富田林府民健康プラザ
対象 身体障害児や運動発達に遅れのある子どもとその家

族
費用 無料
内容　「クリスマス会」
持ち物 お茶・おむつ・着替えなど各自必要なもの
〈申し込み・問い合わせ〉

富田林府民健康プラザ　1@32681

年末年始の犬および猫の引き取り業務は次の期間停止し
ます。
◎犬・猫とも12月25日e～平成16年１月４日a

年始は１月５日bから平常どおり引き取ります。
犬 富田林府民健康プラザで毎週月・水曜日、午前９時30

分～午後４時
猫 南河内府民センターで毎週月・水曜日、午前９時30分
～正午

〈問い合わせ〉

¡犬の場合　富田林府民健康プラザ　1@32681

¡猫の場合　南河内府民センター　　1@51131

年末年始の犬・猫の引き取り業務

イ ン フ ル エ ン ザ 予 防 接 種

わ い わ い 広 場

健康のページ�健康のページ�健康のページ�Healthy Life健康課　 1&20069

種　類 月　日 対　象 備　考

受付 午後１時30分～３時　　場所 保健センター

予　防　接　種

ポ　リ　オ 12月８日b
生後●●●

12月17日d
３カ月以上

三 種 混 合 90カ月未満
１月19日b

¡母子手帳、予診票持参。
¡平熱が37℃以上の人
は接種前１週間分の
体温を記録して持参。

¡ポリオワクチンは下
痢の場合不可。

※村で実施する日程では接種困難な場合は、河南町・太
子町でも受けることができますが、予約が必要です。

健康診査＆相談など

12月３日d
午前

一 般 健 康 相 談
17日d

９時30分
～10時30分

血　液　検　査 12月３日d
午前

［肝炎ウイルス検査］ 17日d
９時30分 ・手数料は有料
～10時30分 です。

エイズに関する 午前 ・予約不要
相　　　　　　談 b～f ９時30分 ・電話相談も可～午後５時
血　液　検　査 ・予約不要

エイズウイルス
12月３日d 午後１時 ・手数料は無料

抗　体　検　査
17日d ～２時30分 で匿名での検

査もできます。
・予約不要

血　液　検　査 12月３日d 午後１時 ・手数料が必要
［梅毒血清反応検査］ 17日d ～２時30分 になる場合が

あります。
・予約不要

血　液　検　査 12月３日d 午後１時 ・手数料が必要
［クラミジア抗体検査］ 17日d ～２時30分 になる場合が

あります。
療　育　相　談 午前

12月19日f ９時30分 電話で予約必要
～11時30分

12月１日b・２日c・

こころの健康相談 ３日d・９日c・ 電話で予約必要
15日b・17日d・
19日fの午後

種　　　類 月　日 受　付 備　　考

富
田
林
府
民
健
康
プ
ラ
ザ
　
1

@3

２
６
８
１

身体に障害のある
子（18歳未満）の
医療・生活相談〔 〕

健康診断書発行
にかかる検査な
どは手数料が必
要となります。
詳しくは、問い
合わせを。

［ ］

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

健
康
課
　
1
&2
０
０
６
９

く
す
の
き

い
き
い
き
サ
ロ
ン

な か よ し 広 場 12月２日c 午前10時 ０歳～幼稚園入

親と子の交流会 16日c ～11時30分 園前の乳幼児と１月６日c 保護者
保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談 12月９日c ～正午護など相談を希（電話・来庁） 望する人
あかちゃん広場

12月16日c
午前10時 ０～１歳ごろま

（交流会･遊び･相談） ～11時30分 での乳幼児

午後 食事療法が必要

個別健康栄養相談 12月19日f １時30分～ な人、健康のた

（要予約） め食生活を改善
したい人

１歳６カ月児健康診査 午後１時 平成14年４月～
～１時10分 ６月生

１月７日d 午後 平成12年４月～３歳６カ月児健康診査 １時45分 ６月生
～１時55分

12月５日f
保健師による １月９日f 午後 健康・育児・介

健 康 相 談 １時30分 護など相談を希

12月10日d
～３時30分 望する人や

ま
ゆ
り

・要予約（先着順）

・要予約（先着順）
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水　分　　松 本　 健さん
＜20歳　獅子座＞

職業（学校）は・・・

桃山学院大学で社会学を勉強しています。

趣味は・・・

今年から英会話学校で外国の人とふれあいな

がら勉強しています。また、イギリスへ留学し

たいです。

休日のに過ごし方・・・

冬は、２年ぐらい前から始めたスノーボーを

しに、長野県方面に行く予定です。

最近、楽しいと思ったことは・・・

秋祭りに、だんじりを３日間曳いたことです。

地元のいろいろな人に出会い楽しかったです。

思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・

このままの「村」でいてほしいです。

来月号は・・・

同級生の辻川奈緒子さんです。

辻川さんへメッセージを・・・

また、３人で遊びに行きましょう。１月の成

人式で会えるのを楽しみにしています。

成人式の後、同窓会に出席される人は、幹事

（松本）アドレス（booochan@k．vodafone．

ne．jp）まで連絡ください。

幼稚園（５歳）
のとき、学芸会で
踊っている所です。

（中央）

TakeshiMatsumoto
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参加者募集中�
「みんなのひろば」は村民の皆さんのペ

ージです。
楽しい話などいっぱい教えてください。
また、広報紙への意見・情報なども待っ

ています。

千
早
赤
阪
村
役
場

広
報
ち
は
や
あ
か
さ
か
　
係

住
所
・
名
前
・
年
齢
・

電
話
番
号

切
手

５８５－８５０１

手話サークル　フレンズ
今回は、ボランティアグループの手話サークル「フレン

ズ」（会員13人）を訪ねました。
昨年７月に開かれた手話講座で学んだことを生かそうと

同10月に誕生したばかりのサークルです。
この日は保健センターで行われている手話奉仕員養成講

習会（18回シリーズ）に参加し手話について学んでいました。
グループ代表の小滝美保さんは、「サークルは、結成さ

れたばかりです。手話のひとつ一つの単語を覚えるのに苦
労していますが、聴覚障害の人と会話が通じたときに喜び
を感じます」と話していました。
今年のふれあい

スポーツ大会には
手話による歌で
「にんげんってい
いな」を全員で披
露しました。
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むらの話題
あ　れ　こ　れ

11月６日、子どもたちが日ごろ利用している校区
内の公園などの清掃をしようと「小吹台クリーン作
戦」を実施。
当日は、雨の降った直後で、落ち葉やごみを集める

のには悪条件でしたが、保護者と児童たちが力を合
わせ６カ所の公園とその周辺をきれいにしました。
小吹台小学校では、たてわり班（１年から６年を

６班に編成）でこのような清掃活動をしています。

11月16日、大阪南農協赤阪支店で、第１回農業フ
ェアが開催されました。
当日は、天気にも恵まれ、多くの人でにぎわいまし

た。新米の即売会は、500キロを準備しましたが主
婦層を中心に10分足らずで売り切れ大盛況でした。

●千早赤阪農業フェア●

11月15日、大和川西青少年運動広場（松原市天美北４
丁目）で大阪府・南河内地域10市町村合同防災訓練が開
催されました。
この訓練は、府下初めての住民体験型訓練として開催

され、ステージイベントエリア、防災訓練体験エリア、
ふれあい広場、展示エリアなど設置し、徒歩帰宅訓練、
劇団カッパ座公演、チャリティオークション、ためし
に・やって（一連の訓練体験）、ロープ渡り体験、応
急・救命手当体験などさまざまなイベントなどを通し
て、楽しく訓練に参加し、防災技術の習得や防災に対し
ての心構えを再認識しました。
村からは消防団、赤十字奉仕団、ボランティア連絡協

議会、区長会の協力をいただき、放水訓練や、炊き出し
訓練、その他訓練体験に参加しました。

「いざ」というときの備えに

●府・南河内地域10市町村合同防災訓練 ●
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９月24日、農振連絡協議会の加工部が､南河内農
と緑の総合事務所農業改良普及センターの指導によ
り、村特産品の農産物（豆乳・里芋・さつま芋など）
を使った新たな加工商品としてアイスクリームの試
作が行われました。
参加した皆さんからはおいしいと好評で、今後、

商品化の向け検討中です。

平成15年度の村表彰式が11月３日「文化の日」に
くすのきホール会議室で開催されました。
表彰は、自治功労者４人、善行者１人で、それぞ

れに大向村長から賞状と記念品が贈られました。
（敬称略・順不同）

自治功労者 新田斌子、関口　光
矢倉和夫、木澤　正

善行者 辻　茂治太郎

●功労者表彰● ●農振連絡協議会●

●美化キャンペーン●

受賞おめでとうございます

11月９日、「全村一斉美化キャンペー
ン」が行われました。
家電リサイクル法が施行された影響か

も知れませんが、冷蔵庫やテレビなどの
廃家電の不法投棄物が多く見受けられま
した。
回収されたごみは、約26トンで、金属

などは資源としてリサイクルします。皆
さんの協力で村がきれいになりました。

むらの話題
あ　れ　こ　れ



13

むらの話題
あ　れ　こ　れ

10月18日、秋季テニス大会が村立テニスコートで
行われました。大会には６チームが参加し、日ごろ
の練習の成果を存分に発揮しました。
結果は次のとおりです。（敬称略）
優　勝 山口　義郎・野口　義治　組
準優勝　森　敬治・尾崎　勝　組

●秋季テニス大会●

10月26日、府民の森ちはや園地で「ネイチャーフ
ォト撮影会」が開催されました。
当日は47人のアマチュアカメラマンの参加があり

ました。参加者は、モデルをファインダーに納め、
深まりゆく秋を感じながら終始和やかに撮影会が行
われました。

●ネイチャーフォト撮影会●

10月25日・26日、文化展がくすのきホールで開
催されました。
文化協会所属クラブから短歌、俳句、手編み、

俳画、水彩画や幼稚園・各小学校・中学校、やま
ゆり作業所、一般の皆さんから届いた自慢の作品、
また、友好提携のまち中辺路町からの出展もあり、
訪れた人たちからは、感嘆の声が聞かれました。

●文化展●

10月26日、詩吟、カラオケクラブや、楠踊会、
シープスジュニア合唱団、オレンジエコーと中学
校吹奏楽部、和太鼓「雄凛音」が参加したふれあ
いコンサートが開催されました。日ごろの練習の
成果を披露し、ホールには大きな拍手が響きわた
りました。
また、「青い山脈」や「ふるさと」を会場の皆さん

と一緒に歌い、楽しいひとときを過ごしました。

●ふれあいコンサート●
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さい。
認証された農産物には、府の認証マ
ークを貼付し出荷・販売することがで
きます。
対象農作物

府内で生産された、野菜・果実・花
き（府で指定した品目）と米、大豆
認定基準

①府が定めた農薬・化学肥料の使用回
数（量）を越えないこと
②遺伝子組み換え作物でないこと
受付 12月26日fまで
〈申請・問い合わせ〉

¡農林商工課
¡農業改良普及センター
1@51174

農業委員会

村の農業委員会名簿調整のため、12

月31日までに各地区の実行組合長を通
じて農業委員会選挙人名簿搭載申請書
を配布します。
次の項目に該当する人は、平成16年

12月は税収確保重点月間
アタックス2003
村と大阪府では、12月を税収

確保重点月間（アタックス2003）
と位置づけ、税収の確保に努め
ています。
みなさんのご協力とご理解を

お願いします。
村税の納め忘れを防ぐために

も、便利な口座振替制度をおす
すめします。
〈問い合わせ〉税務課

１月10日gまでに、実行組合長まで申
請してください。
なお、実行組合に加入していない人

は、農業委員会事務局へ申請してくだ
さい。
①村内に住所を有して、平成16年１月
１日現在で10アール（約一反）以上
の農地を耕作している人と、その同
居の親族および配偶者。
②10アール以上の農地の耕作を営む農
業生産法人の組合員または社員
③①か②に該当し、年間約60日以上耕
作に従事している昭和59年４月１日
以前に生まれた人

〈問い合わせ〉

¡農林商工課　1&21447

¡選挙管理委員会　1&20081

募　　集

日時　１月18日a

午前10時～２時間程度
場所　海洋センター２階
内容 トレーニングマシンの使用方法

トレーニングの基礎理論
資格 16歳以上の人
定員 15人（先着順）
受付 １月16日fの午後５時まで
服装 運動のできる服装・室内用シュ

ーズ・タオル
費用　無料
※トレーニングマシンはこの講習を受
けた人でないと利用できません。
※トレーニング講習会は２カ月に１回
（奇数月）第３日曜日に実施
〈申し込み・問い合わせ〉

海洋センター　1&27183

個性やセンスを活かした自由なアレ
ンジメントを楽しみませんか。
日時　12月26日f

¡Aコース 午前10時30分～正午
¡Bコース 午後１時30分～３時

場所　小吹台コミュニティホール
対象　村内在住・在勤者
定員　各コース16人（先着順）
講師　田辺　加代さん
費用　材料代1,500円
持ち物 はさみ、新聞紙、ごみ袋
受付　12月３日dから
〈申し込み・問い合わせ〉

教育委員会指導課　1&21300

相　　談

子育てや学校生活などについて、わ
からないことや困っていることはあり
ませんか。秘密は固く守られますので、
気軽に相談ください。
日時　12月12日f

午前10時～正午（要予約）
場所　くすのきホール　視聴覚室
費用 無料
相談員 佐藤むつ子さん（臨床心理士）
〈予約・問い合わせ〉

教育委員会事務局指導課　1&21300

村・府民税
第４期分の納期限は12月29日です

～納税はお早めに～
〈問い合わせ〉税務課

●
施
設
・
電
話
番
号
案
内

名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（月曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

自然休養村管理センター・赤阪土地改良区 森屋962 &02180

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所　診療受付　B～F（土・日祝休診）
午前９時～11時30分

夜間診療　C・F 午後６時～８時

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

選挙人名簿の申請

トレーニング講習会
受講者

くすのきホール女性講座
「お正月の花」

教育相談
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福　　祉

「障害者週間」は、障害者の自立と
社会参加を促進し、障害者をとりまく
諸問題についての国民の理解と認識を
一層高めるための運動です。
村では、12月４日に街頭キャンペー

ンを実施し、住民の障害者に対する正
しい理解を深めるとともに、障害者の
自立と社会参加の促進を図ります。
〈問い合わせ〉福祉課

平成16年４月１日からの保育所入所
を希望する人の申し込みを次のとおり
受け付けします（現在、げんき保育園
に入所している人は必要ありません）。
申込用紙は福祉課または小吹台連絡
所、げんき保育園で配布しています。
４月以前に入所を希望する場合は随
時受け付けています。
受付期間　12月１日b～22日b

受付場所　福祉課
面接は平成16年１月中に予定してい

ます（個別に案内します）。
対象　平成16年４月１日現在で生後２
カ月以上満６歳未満の児童
入所条件 保護者のいずれもが次のよ
うな状態にある場合で、同居の親族やそ
の他の人が保育できる場合は除きます。
①家庭外で仕事している。
②家庭内で児童と離れて日常の家事以
外の仕事をしている。
③妊娠中であるか、または出産後間が
ない。
④病気やケガ、または心身に障害がある。

⑤家庭に長期にわたる病人や心身に障
害のある人がいるため、常時介護し
ている。
⑥震災、風水害、火災などの災害によ
る復旧にあたっている。
ただし、これらの条件に該当する人

でも、家庭内で保育ができない程度の
高い人から承諾しますので、定員に余
裕がない場合は入所できないことがあ
ります。
結果通知 保護者に平成16年３月下旬
までに通知します。
保育料 申し込み児童の属する世帯の
所得税額・村民税額などに基づき、村保
育料徴収基準額表により算定します。

〈問い合わせ〉福祉課

統　　計

12月31日現在の、工業統計調査を実
施します。
この調査は、工場の分布状況や出荷

の様子などの製造業活動の実態を明ら
かにすることを目的に実施されるもの
で、製造業および加工業を営む事業所

が対象となります。
調査により得られたデータは、国や
大阪府、村が製造業の育成などの施策
を定める資料として利用します。調査
員が伺いますので、調査にご協力をお
願いします。
記入された内容については、秘密厳
守し、皆さまの不利益になることはあ
りません。
〈問い合わせ〉総務課

教育委員会

新しく成人となられる人の門出を祝
福する成人式を次のとおり開催しま
す。案内状が届いていない場合は問い
合わせてください。
日時 平成16年１月12日（月祝）

受付　午前９時30分～
開式　午前10時～

場所　くすのきホール
対象者 昭和58年４月2日から昭和

59年４月１日に生まれた人
〈問い合わせ〉

教育委員会事務局指導課　1&21300

農　　業

大阪府では、「減農薬・減化学肥料
栽培」に取り組む農業者を支援するた
め、府が定める基準に基づいて栽培さ
れた農産物を「大阪エコ農産物」とし
て認証する制度を実施しています。取
り組むに当たり、生産計画書を提出す
る必要がありますので問い合わせくだ
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平成15年工業統計調査に
ご協力を

12月３日～９日は
障害者週間

保育所入所受け付け

成人式を迎える皆さんへ

「大阪エコ農産物」申請
受け付け

げんき保育園
定　　員 60人
住　　所 小吹68―912
電話番号 1&2７８６８
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「わがやのホープ」
は５歳までの乳幼
児、「夢かなうとい
いな」は小学生の
皆さんを募集して
います。あて先は
みんなのひろばと
同じです。

12月20日より村営宿舎「香楠荘」が山小屋風
にリニュアルオープンします。ご家族・お友

だち・同僚・カップルなど皆さんお誘い合わ

せのうえお越しください。詳しくは５ページ

をご覧ください。

香楠荘リニューアルオープン

〈写真提供／大阪市阿倍野区　藤原好明　氏〉�

わわわわががががややややののののホホホホーーーーププププ

千早

豊田　ゆかり
ちゃん

平成13年４月23日生まれ

元気でやさしい子に
なってね！

母・みつ代さん

カナクギノキ（クスノキ科）

山地に見られ高さ５～15ｍ位の落葉高木。花は春に開花し、淡黄色の小
さな花が集まってつきます。秋は黄葉が美しく、赤く熟した実が鳥たち
を呼びます。カナクギとは「釘」のことではなく、樹皮に見られる「鹿
の子もよう」から「かのこぎ」といわれていたのがなまったといわれる。

ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

12月４日e・18日e
１月15日e

12月４日e

12月18日e

燃 え る ご み

粗　大　ご　み

ペ ッ ト ボ ト ル

空き缶・空きびん

プラスチック製
容　　　　 器

各地区ミゼット車

心配ごと

児　　童

行　　政

千早、東阪、
小吹、中津原

森屋、川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

12月２日c・
５日f・９日c・
12日f・16日c・
19日f・23日c・
26日f・30日c
1月６日c・
９日f

12月24日d

12月25日e

12月12日f予定

12月25日e予定

12月26日f予定

12月18日e

12月３日d
１月７日d

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,848人（±０）

男　　3,268人（－３）

女　　3,580人（＋３）

世帯数　2,239戸（＋10）

10月末日現在、（ ）は対前月比

訂正 11月号の「人の動き」総人
口に間違いがありました。
次のとおり訂正します。

（誤） （正）1

6,878人→6,848人
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